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競
競
競
競
競
競
競
競
競
競
競
競
競
競
競
競
競
競

共
共
共
共
共
共
共
共
共
共
共
共
共
共
共
共
共
共

第
五
回
  友
愛
国
際
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
  表
彰
式
開
催

「
友
愛
・
平
和
・
緑
・
人
と
自
然
」
の
テ
ー
マ
に
一
万
点
を
超
え
る
応
募

特
別
附
録
で
受
賞
作
品
を
紹
介
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
示

　平成３１年（２０１９年）１月１０日 友　　　愛 第５５７号　（２）　

務
理
事
は
こ
の
二
点
を
取
り
上

げ
「
笑
顔
・
感
謝
・
挨
拶
は
敵

を
作
る
事
が
な
い
。
こ
れ
を
拡

げ
て
行
く
こ
と
は
、
友
愛
理
念

の
伝
承
に
他
な
ら
な
い
」
と
挨

拶
し
、大
き
な
感
動
を
呼
ん
だ
。

　
表
彰
式
式
場
に
は
、
受
賞
作

品
四
〇
点
を
始
め
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
賞
作
品
も
展

示
さ
れ
、
見
学
の
人
で
賑
わ
っ

て
い
た
。（
Ｈ
Ｐ
に
全
作
品
の
作

品
集
掲
載
）

　
今
回
は
理
事

四
名
も
訪
中
団

に
加
わ
り
、
迫

力
あ
る
訪
中
団

が
結
成
さ
れ

た
。
表
彰
式
で

は
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
タ
ー
を
務

め
、
交
流
活
動

な
ど
積
極
的
に

事
業
に
参
加
、

新
し
い
活
動
に

向
け
て
の
地
固

め
と
な
っ
た
。

　
開
式
の
冒
頭

に
流
れ
た
友
愛

と
全
青
連
の
培

っ
て
き
た
歴
史

を
物
語
る
ビ
デ

オ
に
、
参
加
者

全
員
が
惜
し
み

な
い
感
動
の
拍

手
を
贈
っ
た
。

名
の
入
選
作
品
を
選
出
し
た
。

審
査
員
に
よ
る
入
賞
作
品
（
友

愛
賞
二
名
・
一
等
賞
一
名
・
二

等
賞
三
名
・
三
等
賞
五
名
・
優

秀
賞
十
二
名
・
友
好
参
加
賞
十

名
）
全
作
品
を
今
号
附
録
に
て

ご
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
お
楽

し
み
い
た
だ
き
た
い
。

　
友
愛
賞
に
輝
い
た
二
作
品

は
、
ど
ち
ら
も
子
ど
も
の
笑
顔

が
印
象
的
な
作
品
で
、
川
手
常

　
本
コ
ン
ク
ー
ル
は
「
友
愛
・

平
和
・
緑
・
人
と
自
然
」
を
テ

ー
マ
に
掲
げ
、
世
界
各
国
の

人
々
に
「
友
愛
・
環
境
・
平
和
」

に
つ
い
て
再
考
を
促
し
、
友
愛

理
念
に
基
づ
く
国
際
交
流
が
発

展
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
も
多
く
の
作
品
が
寄
せ

ら
れ
、
第
一
審
査
で
約
半
数
に

絞
り
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
閲

覧
に
供
し
た
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
人
気
投
票
が
行
わ
れ
、
携
帯

感
動
賞
、
携
帯
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
賞
、
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
賞
な

ど
の
各
賞
が
選
ば
れ
た
。

　
更
に
日
中
双
方
の
審
査
員
に

よ
る
厳
正
な
審
査
を
行
い
四
〇

　
平
成
三
〇
年
十
二
月
二
十
一
日
（
金
）
北
京
市
内
の
二
十
一
世
紀
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、「
友
愛
国

際
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
た
。
本
コ
ン
ク
ー
ル
は
第
五
回
目
の
開
催
で
、
一

般
財
団
法
人
友
愛
と
中
国
国
際
青
年
交
流
セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
て
い
る
。
今
回
も
世
界
十
七
ヶ
国

か
ら
約
一
万
点
を
超
え
る
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、友
愛
理
念
の
普
及
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

▼
「
平
成
最
後
の
…
」
と
い
う

枕
詞
で
始
ま
る
ス
ピ
ー
チ
が
年

末
年
始
の
会
合
で
続
い
て
い

る
。
今
年
後
半
の
日
程
表
を
作

成
す
る
際
に
元
号
表
記
の
欄
を

ど
う
す
る
か
書
類
作
成
の
時
に

頭
を
悩
ま
せ
て
き
た
が
、
四
月

一
日
に
新
元
号
が
公
表
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
、
新
年
度
が
始

ま
れ
ば
い
よ
い
よ
新
し
い
時
代

へ
の
突
入
を
実
感
す
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。
▼
今
上
天
皇
の

最
後
の
誕
生
日
会
見
で
は
、「
平

成
が
戦
争
の
な
い
時
代
と
し
て

終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と

に
、
心
か
ら
安
堵
し
て
い
ま

す
」
と
心
情
が
吐
露
さ
れ
た
。

そ
の
お
言
葉
に
多
少
の
違
和
感

を
覚
え
る
ほ
ど
、
筆
者
を
含
む

戦
後
生
ま
れ
の
日
本
人
に
は

「
戦
争
」
は
過
去
の
も
の
と
な

り
、
あ
る
い
は
ど
こ
か
遠
く
で

起
こ
っ
て
い
る
も
の
と
感
じ

る
。
だ
が
、
疎
開
先
の
日
光
で

終
戦
を
迎
え
た
明
仁
天
皇
は

「
戦
争
と
平
和
」
を
常
に
意
識

さ
れ
て
公
務
に
当
た
ら
れ
て
き

た
の
だ
な
あ
、
と
今
さ
ら
な
が

ら
感
銘
を
受
け
た
。
▼
米
中
貿

易
戦
争
の
激
化
が
懸
念
さ
れ
、

あ
る
い
は
自
国
の
利
害
を
第
一

に
掲
げ
る
勢
力
が
世
界
各
地
で

伸
長
す
る
中
で
キ
ナ
臭
い
も
の

が
漂
い
始
め
て
い
る
。
そ
う
し

た
現
状
を
一
九
三
〇
年
代
と
比

較
す
る
論
議
も
続
い
て
い
る
。

第
二
次
大
戦
は
「
ヒ
ト
ラ
ー
の

戦
争
」
で
あ
り
、
あ
る
い
は
日

本
陸
軍
の
暴
走
に
よ
る
と
こ
ろ

大
だ
が
、
同
時
代
の
人
々
か
ら

も
相
当
の
支
持
を
受
け
て
い

た
。
そ
の
愚
を
繰
り
返
し
て
は

な
ら
な
い
。
▼
グ
ロ
ー
バ
ル
資

本
主
義
の
浸
透
に
よ
っ
て
広
が

る
一
方
の
格
差
に
不
満
を
持
つ

人
々
は
確
実
に
増
え
て
お
り
、

そ
う
し
た
人
々
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
国
内
外
の
「
仮
想
敵
」
に
勇

ま
し
い
言
辞
を
弄
す
る
ポ
ピ
ュ

リ
ス
ト
勢
力
も
跋
扈
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、
友
愛
精
神
の
果
た
す
べ
き

役
割
は
大
き
い
。 

（
ヒ
ゲ
）

受賞者全員・関係者一同・参加の学生達が舞台に上がり全員での記念撮影
＝＝友愛と全青連の歴史を物語るビデオは友愛のホームページでご覧になれます＝＝

李
柯
勇
書
記
（
右
か
ら
四
人
目
）・
馬

興
民
主
任
（
右
か
ら
二
人
目
）
を
囲
ん

で
記
念
撮
影

二
等
賞
の
受
賞
者
に
賞
状
を
手
渡
す
井

田
理
事
。
賞
金
ボ
ー
ド
は
森
田
悠
介
一

等
書
記
官
が
担
当
し
て
く
だ
さ
っ
た

新
藤
健
一
審
査
員
（
右
端
）
か
ら
は
、

ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
の
人
気
投
票
で
賞
を

獲
得
し
た
卓
さ
ん
（
中
央
）
に

訪
中
に
参
加
の
田
中
評
議
員
（
右
）
と

受
賞
者
の
藍
さ
ん
（
中
央
）
中
国
側
審

査
員
翟
さ
ん
（
左
）

当
意
即
妙
、
定
評
の
あ
る
川
手
常
務
理

事
の
挨
拶
は
、
今
回
も
大
好
評
！
　
学

生
も
関
係
各
位
も
素
晴
ら
し
い
と
絶
賛

撮
影
意
図
な
ど
を
直
接
聞
く
こ
と
が
出

来
る
の
も
魅
力
。
真
剣
な
眼
差
し
で
聞

く
李
書
記
、
馬
主
任
、
川
手
常
務
理
事

友
愛
賞
は
、
芳
賀
理
事
（
右
端
）
と
馬

主
任
（
左
端
）
の
二
人
か
ら
手
渡
さ
れ

た
。
今
年
の
友
愛
賞
は
秀
逸
！

笑
顔
で
受
賞
者
と
握
手
、
西
川
理
事

（
右
）。
毎
年
参
加
し
、
活
躍
の
中
国

の
成
審
査
員
も
笑
顔
で
見
守
る

会
場
に
集
ま
っ
た
学
生
と
中
国
各
地
か

ら
参
加
の
受
賞
者
。
友
愛
と
全
青
連
の

関
係
を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ
に
感
動

一
位
受
賞
の
楊
さ
ん
を
中
心
に
李
書
記

（
右
）
と
川
手
常
務
理
事
（
左
）
楊
さ

ん
の
手
に
は
賞
状
と
賞
金
の
ボ
ー
ド
が

優
秀
組
写
真
賞
の
受
賞
者
に
賞
状
を
手

渡
す
洪
桂
梅
副
主
任（
右
）。
第
一
回
開

催
よ
り
こ
の
事
業
に
携
わ
っ
て
い
る

携
帯
感
動
賞
の
賞
状
を
受
賞
者
に
手
渡

す
石
渡
菜
々
子
審
査
員
。
一
人
一
人
に

言
葉
を
掛
け
な
が
ら
笑
顔
で
手
渡
し
た

三
等
賞
の
賞
金
パ
ネ
ル
を
手
渡
す
攪
上

理
事
。
受
賞
者
も
手
渡
す
理
事
の
顔
に

も
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
る
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◆
新
年
、
ま
た
年
を
重
ね
る
。

人
生
は
一
度
き
り
。
し
か
も
片

道
切
符
。

せ
っ
か
く
生
ま
れ
て
来
た
の

に
。
ど
う
生
き
る
べ
き
か
。
生

き
甲
斐
と
は
何
か
。
毎
年
の
こ

と
な
が
ら
答
え
が
見
え
な
い
。

人
は
存
在
そ
の
も
の
に
価
値
が

あ
る
。

と
考
え
な
が
ら
時
が
経
つ
。

ウ
ル
マ
ン
の
言
葉
に
「
人
は
希

望
と
と
も
に
若
く
、
失
望
と
と

も
に
老
い
る
」
と
あ
る
。

人
生
、
過
去
は
変
え
ら
れ
な
い

が
未
来
は
自
分
次
第
。

そ
し
て
い
つ
で
も
変
え
ら
れ

る
。
人
生
と
は
今
、夢
を
も
つ
。

「
こ
れ
を
や
り
に
お
れ
は
生
ま

れ
て
来
た
」
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
ー

今
日
よ
り
若
い
日
は
な
い
。

今
年
も
友
愛
を
原
点
に
、
笑
顔

と
有
難
う
で
勇
む
。 

（
Ｋ
）

◆
テ
レ
ビ
三
昧
で
過
ご
し
て
い

た
正
月
数
日
。
中
で
も
衝
撃
的

だ
っ
た
の
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で

発
見
さ
れ
た
江
戸
の
町
並
み
の

写
真
原
版
。
百
万
都
市
と
い
わ

れ
た
江
戸
の
繁
栄
が
、
写
真
で

残
っ
て
い
た
の
で
す
！
　
こ
れ

に
現
代
科
学
を
駆
使
し
て
色
を

付
け
、
立
体
化
し
た
画
像
は
、

活
き
活
き
と
し
て
お
り
、
時
代

劇
等
で
み
る
そ
れ
と
は
、
い
さ

さ
か
趣
を
異
に
し
て
い
る
感
が

あ
り
ま
し
た
。
宇
宙
へ
、
Ｉ
Ｔ

等
々
科
学
技
術
の
進
歩
は
目
覚

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

う
し
た
庶
民
の
生
活
に
寄
り
添

っ
た
科
学
技
術
の
活
用
は
、
驚

き
と
同
時
に
ロ
マ
ン
も
あ
り
、

人
の
営
み
の
機
微
が
見
ら
れ
る

気
が
し
ま
す
。
江
戸
と
い
え
ば

玉
川
上
水
、
こ
の
工
事
の
様
子

の
ド
ラ
マ
も
感
動
的
で
し
た
。

江
戸
っ
て
凄
い
と
再
認
識（
も
）

旺

王

欧

翁

横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

  時
事
川
柳服

部
迪
夫
　
作
 

　
―
ハ
ロ
ー
ウ
ィ
ン

若
者
が
滞
留
を
す
る
渋
谷
村

　
―
若
者
群
像

植
林
と
滞
留
と
の
差
考
え
る

　
―
晩
節

日
産
を
身
包
み
剥
い
だ
カ
ル
ロ

ス
・
ゴ
ー
ン

　
―
清
麻
呂
公
園

銀
杏
に
も
標
準
木
が
あ
る
ら
し
い

　
―
干
支

新
元
号
先
に
イ
ノ
シ
シ
走
り
だ
し

　
―
ゆ
ず
湯

カ
ピ
バ
ラ
に
冬
至
の
良
さ
を
教

え
ら
れ

　
―
天
皇
誕
生
日

平
成
の
特
番
を
組
む
テ
レ
ビ
局

　
―
国
民
へ
の
思
い

陛
下
か
ら
思
い
の
丈
の
十
六
分

　
―
平
和

地
球
儀
の
丸
味
を
注
視
年
の
暮

れ　
―
万
国
博
覧
会

大
阪
が
半
世
紀
ぶ
り
目
を
覚
ま

す

―
お
知
ら
せ
―

　
新
年
号
は
、
紙
面
の
都
合
で

「
友
愛
時
評
」
の
掲
載
面
を
は

じ
め
、
紙
面
の
割
付
に
若
干
の

変
更
を
加
え
て
お
り
ま
す
。

　
記
事
中
の
写
真
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
カ
ラ
ー
写
真
を
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　
　
  蘇
　
州
 

小
郡
市
在
住
　
会
員
　
岩
崎
　
充
孝
　

　
中
国
は
広
大
な
国
土
を
持
つ
国
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
北

と
南
で
は
気
候
風
土
に
違
い
が
あ
る
。「
南
船
北
馬
」
の
こ
と

わ
ざ
が
あ
る
よ
う
に
、
北
は
乾
燥
地
帯
が
多
く
、
南
は
水
郷

が
多
い
。
人
や
物
が
移
動
す
る
時
に
は
北
は
馬
を
利
用
す
る

が
、
南
は
船
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

北
の
方
の
都
で
政
治
的
又
は
経
済
的
に
功
成
り
名
を
遂
げ
た

人
は
、
余
生
を
南
の
方
に
求
め
た
。
中
国
の
名
言
に
「
天
に

は
天
国
あ
り
、
地
に
は
蘇
杭
あ
り
」
が
あ
る
。
天
に
は
天
国

が
あ
る
が
、
地
上
の
天
国
は
蘇
州
と
杭
州
で
す
よ
と
の
意
で

あ
る
。「
蘇
」
の
か
ん
む
り
は
草
で
、
へ
ん
は
魚
で
、
つ
く
り

は
禾
で
、
蘇
州
は
緑
が
繁
茂
し
、
水
産
物
が
豊
富
で
、
穀
物

の
豊
か
な
所
で
す
と
漢
字
が
表
し
て
い
る
。
成
功
者
が
余
生

の
地
と
し
て
蘇
州
を
選
び
、
豪
邸
を
建
て
、
銘
園
を
作
っ

た
。
そ
の
た
め
に
今
で
も
蘇
州
に
は
銘
園
が
数
多
く
残
っ
て

い
る
。

　
平
成
三
十
年
十
月
十
一
日
に
発
表
さ
れ
た
日
中
共
同
世
論

調
査
に
よ
る
と
、
日
本
に
「
良
い
」
と
答
え
た
中
国
人
は
、

訪
日
経
験
の
あ
る
人
は
七
十
四
・
三
％
で
、
な
い
人
の
三
十

四
・
九
％
を
大
き
く
上
回
っ
た
、
と
あ
る
。
平
成
三
十
年
は

日
中
平
和
友
好
条
約
四
十
年
で
あ
る
。
日
本
人
の
皆
様
も
中

国
を
旅
さ
れ
、
中
国
を
深
く
理
解
さ
れ
、
日
中
友
好
を
永
遠

の
も
の
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

ホ
テ
ル
の
渡
り
廊
下
に
展
示
さ
れ
て
い

る
作
品
に
見
入
る
井
田
理
事
（
右
）
西

川
理
事
（
中
）
攪
上
理
事
（
左
）

訪
中
団
報
告
記
事
　
参
加
理
事
三
名
の
寄
稿

北
京
は
極
寒
の
中
で
し
た
が
、

共
同
開
催
を
し
て
い
た
だ
い
た

中
国
国
際
青
年
交
流
セ
ン
タ

ー
、
北
京
市
青
年
連
合
会
の
皆

さ
ん
の
暖
か
な
友
情
の
お
も
て

な
し
を
感
じ
て
、
皆
さ
ん
の
ご

努
力
に
深
く
感
謝
し
、
帰
国
の

途
に
就
き
ま
し
た
。

極
寒
の
な
か
の
 

　
ハ
ー
モ
ニ
ー
 

理
事
　
井
田
安
信

　
十
二
月
二
十
一
日
、
北
京
で

行
わ
れ
た
「
第
五
回
友
愛
国
際

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
　
一
等
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
で

あ
る
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
は
、
文

明
の
象
徴
の
機
関
車
が
鉄
橋
を

渡
る
と
こ
ろ
と
、
そ
の
下
を
ロ

バ
の
群
れ
が
走
っ
て
い
る
と
こ

ろ
を
上
手
に
と
ら
え
た
作
品
で

す
。
自
然
を
形
容
す
る
ロ
バ
の

群
れ
と
、
産
業
や
機
械
化
を
た

と
え
る
も
の
と
し
て
の
機
関
車

と
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
、「
友
愛
・

平
和
・
緑
・
人
と
自
然
」
の
理

念
を
多
く
の
青
年
や
人
々
に
意

識
づ
け
る
こ
と
に
役
立
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
友
愛
賞
に
選
ば
れ
た

作
品「
幼
き
修
行
僧
と
子
犬
」、

「
蓮
の
花
の
そ
ば
で
」
の
二
作

品
に
つ
い
て
は
、
幼
い
子
供
た

ち
の
明
る
い
未
来
を
連
想
さ
せ

る
作
品
で
、
見
て
い
る
私
た
ち

に
人
間
の
す
ば
ら
し
さ
や
、
愛

や
希
望
を
教
え
て
く
れ
る
も
の

で
心
が
動
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
多
く
の
作
品
が

展
示
さ
れ
て
お
り
、
ど
の
作
品

も
「
友
愛
・
平
和
・
緑
・
人
と
自

然
」
の
大
切
さ
を
十
分
に
気
づ

か
せ
て
く
れ
る
作
品
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
作
品
が

コ
ン
ク
ー
ル
の
ホ
ー
ム
サ
イ
ト

に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
て
閲
覧

さ
れ
る
と
共
に
、
サ
イ
ト
上
で

の
人
気
投
票
を
行
っ
て
い
た
こ

と
を
知
り
、
ネ
ッ
ト
社
会
の
便

利
さ
を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ

ま
し
た
。

忙
中
閑
あ
り
・
万
里
の
長
城
へ
。
マ
イ

ナ
ス
９
度
、
息
も
凍
る
寒
さ
の
世
界
遺

産
の
な
か
で
、
友
愛
の
勇
士
た
ち

と
、
ど
う
し
て
も
個
々
人
の
理

解
が
微
妙
な
揺
ら
ぎ
を
示
し
、

漸
近
線
の
よ
う
に
近
づ
く
も
の

の
、
何
か
違
う
概
念
に
な
っ
て

し
ま
う
。
そ
う
い
う
危
惧
を
い

だ
い
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
選
ば
れ
た
作
品

を
拝
見
し
、
そ
ん
な
杞
憂
が
雲

散
霧
消
し
た
。
審
査
委
員
選
定

に
よ
る
入
賞
作
品
も
、
サ
イ
ト

で
の
人
気
投
票
で
選
ば
れ
た
入

賞
作
品
も
、
不
思
議
な
ほ
ど
友

愛
コ
ン
ク
ー
ル
の
名
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
と
し
て
、
納
得
感
を

も
っ
て
す
ん
な
り
と
心
に
落
ち

て
き
た
。
そ
し
て
友
愛
が
、
日

本
人
に
も
中
国
人
に
も
共
通
の

概
念
と
し
て
伝
わ
る
こ
と
に
心

地
よ
い
驚
き
を
感
じ
た
。

　
今
回
の
訪
中
の
間
、
訪
中
団

の
間
で
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と

な
っ
た
も
の
が
、「
共
通
の
時
間

を
過
ご
す
」
で
あ
っ
た
。

　
団
員
の
中
に
、
結
婚
を
決
意

し
た
理
由
と
し
て
、「
こ
の
相
手

と
な
ら
共
通
の
時
間
を
過
ご
し

て
い
け
る
と
思
っ
た
か
ら
。」と

い
う
こ
と
を
話
さ
れ
た
方
が
い

て
、
ブ
ー
ム
の
よ
う
に
皆
が
口

に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ

が
、
ま
さ
に
そ
れ
も
「
友
愛
」

を
体
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
宋
慶
齢
基
金
も
同
様
で
あ

る
。
訪
中
団
の
中
に
、
こ
れ
は

中
国
に
お
け
る
ユ
ニ
セ
フ
の
よ

う
な
も
の
を
個
人
が
作
っ
た
も

の
、
と
言
っ
た
方
が
い
た
が
、

こ
れ
も
ま
た
友
愛
思
想
の
一
つ

の
体
現
で
あ
る
よ
う
に
私
に
は

思
え
た
。

　
今
回
の
訪
中
に
は
事
務
局
は

じ
め
多
く
の
方
の
ご
尽
力
と
ご

協
力
が
あ
っ
た
。
深
く
お
礼
を

申
し
上
げ
る
と
共
に
、
同
行
各

位
と
「
共
通
の
友
愛
の
時
間
を

過
ご
せ
た
」
こ
と
に
深
く
感
謝

し
、
今
後
の
活
動
に
も
活
か
し

て
い
き
た
い
と
想
う
。

「
友
愛
」
に
 
　
つ
つ
ま
れ
て
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年
も
押
し
詰
ま
っ
た
十
二

月
、
友
愛
の
理
事
と
し
て
初
め

て
友
愛
国
際
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
式
と
宋
慶
齢
基
金
会
と
の

打
合
せ
に
出
席
さ
せ
て
頂
い

た
。
　
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
テ
ー
マ

は
「
友
愛
、
平
和
、
緑
、
人
と

自
然
」
で
あ
る
。
初
め
て
こ
の

コ
ン
ク
ー
ル
の
こ
と
を
聞
い
た

と
き
に
は
、
応
募
も
選
定
も
難

し
そ
う
な
賞
と
い
う
印
象
で
あ

っ
た
。
友
愛
と
言
う
言
葉
は

「
友
愛
」
と
し
か
言
い
表
し
よ

う
の
な
い
言
葉
で
あ
り
、
国
語

辞
典
的
に
説
明
し
よ
う
と
す
る

さ
、
や
や
こ
し
さ
が
あ
る
。
し

か
し
、「
友
愛
」
が
こ
れ
ま
で
続

け
て
き
た
中
国
と
の
国
際
交
流

活
動
は
、
日
本
と
中
国
と
の
垣

根
を
低
く
し
、
同
時
代
を
共
に

生
き
る
両
国
民
、
特
に
こ
れ
か

ら
の
次
代
を
担
う
青
年
組
織

の
、
善
隣
友
好
の
懸
け
橋
と
な

っ
て
き
た
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。
民
間
国
際
交
流
の
さ
ら
な

る
発
展
を
、「
友
愛
」
は
こ
れ
か

ら
も
示
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
の
思
い
を
強
く
し
た

訪
中
で
あ
っ
た
。

の
、
巨
大
な
青
年
組
織
で
あ

る
。「
中
国
国
際
交
流
中
心
」
と

「
友
愛
」
と
は
、
長
年
深
く
、

人
的
交
流
を
行
っ
て
き
た
関
係

か
ら
、
相
互
理
解
が
深
ま
り
、

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
等
を
通
し

て
、
日
中
双
方
の
文
化
的
交
流

が
な
さ
れ
て
き
た
。
相
互
理

解
、
相
互
尊
重
、
友
愛
の
理
念

に
適
っ
た
国
際
交
流
が
続
け
ら

れ
て
き
た
こ
と
、
日
中
平
和
友

好
条
約
の
具
体
的
な
成
果
が
確

認
さ
れ
た
式
典
で
あ
っ
た
。

　
日
本
と
中
国
間
で
は
、
国
の

体
制
、
国
情
、
国
民
感
情
の
相

違
か
ら
、
私
た
ち
日
本
人
が
抱

い
て
き
た
価
値
判
断
で
は
想
像

の
つ
か
な
い
こ
と
が
多
々
あ

り
、
そ
こ
に
国
際
交
流
の
難
し

流
活
動
事
業
が
、
ま
さ
に
日
中

平
和
友
好
条
約
の
精
神
に
則
っ

た
活
動
と
の
確
証
を
得
る
機
会

で
あ
っ
た
こ
と
を
ま
ず
報
告
し

た
い
。

　
訪
中
の
目
的
の
一
つ
に
、「
第

五
回
友
愛
国
際
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
表
彰
式
」
式
典
で
の
賞
状
授

与
他
、
中
国
主
催
側
と
の
善
隣

友
好
を
深
め
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
中
国
側
主
催
者
は
「
中
国

国
際
交
流
中
心
」
で
あ
り
、
同

機
関
は
、「
中
華
全
国
青
年
連
合

会
（
略
称
全
青
連
）」
傘
下
の
国

際
事
業
を
運
営
す
る
組
織
で
あ

る
。
全
青
連
は
、
中
国
国
内
各

分
野
の
青
年
組
織
を
統
括
す

る
、
総
勢
三
億
数
千
万
人
の
メ

ン
バ
ー
を
擁
す
る
中
国
唯
一

訪
中
に
思
う
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二
〇
一
八
年
は
、「
日
本
国
と

中
華
人
民
共
和
国
と
の
間
の
平

和
友
好
条
約
」（
以
下
「
日
中
平

和
友
好
条
約
」）締
結
四
〇
周
年

の
節
目
の
年
で
あ
る
。
近
年
、

中
国
へ
の
偏
っ
た
報
道
が
多
数

流
布
さ
れ
、
日
中
平
和
友
好
条

約
締
結
の
節
目
の
年
に
あ
り
な

が
ら
政
府
、
民
間
含
め
て
同
条

約
四
〇
周
年
の
記
念
す
べ
き
行

事
、
報
道
が
少
な
か
っ
た
よ
う

に
感
じ
る
。
同
条
約
第
三
条
に

は
、「
両
締
約
国
は
、
善
隣
友
好

の
精
神
に
基
づ
き
、
か
つ
、
平

等
及
び
互
恵
並
び
に
内
政
に
対

す
る
相
互
不
干
渉
の
原
則
に
従

い
、
両
国
間
の
経
済
関
係
及
び

文
化
関
係
の
一
層
の
発
展
並
び

に
両
国
民
の
交
流
の
促
進
の
た

め
に
努
力
す
る
。」と
あ
る
。
こ

の
度
、
同
条
約
締
結
四
〇
周
年

に
、「
友
愛
」
の
国
際
交
流
活
動

事
業
の
一
環
と
し
て
、
中
国
を

初
め
て
訪
問
す
る
機
会
を
得

た
。
ま
こ
と
に
意
義
深
い
訪
中

で
あ
り
、「
友
愛
」
が
こ
れ
ま
で

行
っ
て
き
た
中
国
と
の
国
際
交
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